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「大地と 心と 地域を 耕す」   No.223 号 
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すずしろは大根 それは大地の豊な恵の象徴 22 世紀につなげる農のあり方を 共に考える会 

 援農状況         7 月の援農集計 

 援農時間   

  (h) 

参加人

数(人) 

参加延べ

人数(人) 

農家数

(軒) 

累計援農

時間(h) 

累計参加延

べ人数(人) 

2024 年 7 月 2,651 85 751 23 13,556 3,825 

2023 年 7 月 2,499 78 699 26 13,275 3,708 

  増減 +152 +7 +52 -3 +281 +11７ 

7 月の援農は、2,651 時間となりました。桑の葉収穫作業が無くなった分の時間減を予

想しておりましたが、昨年比で 152 時間の増となりました。ブルーベリーの収穫が早ま

り、また夏野菜の収穫・出荷作業が援農時間の押上げにつながったようです。 

八王子市の猛暑日（気温 35 度を超える日）は 26 日観測（7 月～8 月 23 日まで） 

され、昨年の日数を大きく超えました。これまでに熱中症で倒れた、搬送されたというよ

うな大事の報告はありませんが、この沸騰の夏は、当分続きそうです。夏場は、援農経験

の少ない方、入会されて間もない方の参加が多くなっております。ご自分のペースがつか

めていない、周りにつられ頑張ってしまう等オーバーペースでの援農になりがちです。援

農初心者の方は勿論、ベテラン方も「無理をしない」を心がけましょう。熱中症ばかりで

なく、夏の疲れがたまる頃です。引き続き、「安全援農」を最優先でお願い致します。 

 援農時間が増えております。それに伴い、援農作業実績表への記入漏れが発生しており

ます。実績表への記入は、ご本人が行うよう、お願い致します。人任せ、農家さん任せで

すと、記入の誤りや記入漏れにつながります。また、事務作業等に手戻りが発生します。

ご協力をお願い致します。 

ご紹介：タウンニュース 8 月 8 日（木）号に農家会員浜中園「パッ 

ションフルーツ」の紹介記事が浜中さんの写真と共に掲載されました。 

パッションフルーツの認知度はまだまだとの事、周りの方にもぜひご 

紹介ください。             （援農サポータ／北尾） 
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理事会報告 8 月度理事会（8/22 (木)17:30～21:00   台町市民センター。9 名） 

① イベントの計画（納涼祭ほか） 

② 農園の管理（除草・電気柵維持ほか）、事務経費の負担増のため、 

農園利用料・援農謝礼金の見直しの検討 

③ 入会希望の農家さんの承認 

④ 寄付金募集の詳細決め 

 
野草あれこれ 

 

 

夏場は 

 

ヨウシュヤマゴボウ（洋種山牛蒡）   ヤマゴボウ科ヤマゴボウ属 

 北アメリカ原産の帰化植物。明治初期に渡来し、荒地や道ばたなどで普通に見られる。 

高さ１～２ｍ。茎は太くよく分枝し紅紫色を帯びる。葉は卵状長楕円形で互生する。花は 

やや赤みを帯びた白い色で小さく（径 5～6mm）穂状になる。5 枚の花弁のように見える

のは萼片で、花弁はない。果実は緑から黒紫色に熟し、垂れ下がる。根がゴボウのように 

見えることと、日本種は山に生えることからヤマゴボウと名づけられ 

た。有毒植物だが、中国では強い下剤として用いら 

れている。秋になると葉が赤く色づき、熟した果実 

は赤紫色の汁を含むが、染色には、すぐに褪せるの 

で使えない。漬物になる山ごぼうはキク科のモリア 

ザミの根なので間違えないこと。 

NPO 法人すずしろ 22 

すずしろ 22 2024 8 月報 発行責任者 清水 義秋 

080-3347-6491 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

① 納涼祭（会員の親睦イベント。会員以外の方もどうぞ） 

日時   ：8/31(土) 16;00～19:30 

場所   ：高尾梅の郷まちの広場管理棟（八王子市裏高尾町 915） 

参加費：1000円、中高生500円、小学生以下無料 

交通 ：JR高尾駅北口から京王バス「小仏」行で「蛇滝口」下車徒歩2分。 

  帰りの最終バスは19:46「蛇滝口」発 

駐車場：あり      

雨天：決行 

・軽食、飲み物用意しますが、持ち寄りも大歓迎 

・川で遊ぶこともできます。 

申込：8/29(木)迄 飛田恵美子(070-4449-2641  emiko_tobita@ybb.ne.jp） 

② はちっこキッチン楢原の見学・試食会 

10 月中（日時未定）。9 月に見学日程が発表されてから 

日にちを決定し募集します。詳細は 9 月報でお知らせし 

ます。 

 

 

 

 

 

 

「ハクビシンを撮影できました」   みなみ野   小川 哲  

ここ数年、トウモロコシだけが何かの動物に食べられてしまうことが続き、防鳥網、

防獣網と対策をバージョンアップしたものの侵入を防げない賢いなにかが来ているよう

でした。 

今年、トレイルカメラを試しに設置して 

みたところ、ハクビシンを撮影できました。 

深夜に 4 頭で来ており、網を引っ張ったり 

など盛んに活動しています。今年も防草 

シート押えを引っこ抜かれて隙間から侵入 

され、結局半分食べられてしまいました。 

しかし猛暑の中、ふさふさの毛皮で暑そう 

ですね・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農園体験記 

夏場は 

 

イベントのお知らせ 

夏場は 

 

① ブルーベリー体験援農を 8/2、３、4 の 3 日間、番場農園で実施しました。参加者

は、88 名（会員 7 名、非会員 48 名、小中学生 22 名、未就学児 11 名）でした。

収穫量は 117 ㎏、内 78 ㎏を学校給食で使用します。猛暑の中、熱中症、怪我や蜂刺

されもなく、無事に終わりました。（佐藤瑞恵） 

② 八王子市民活動協議会主催「アクティブ市民塾」が 8/18 同じく番場農園で開催さ

れ、25 名の方が参加しました。すずしろ 22 と番場農園の紹介をし、参加者はブル―

ベリーの摘み取りを体験しました。 

 

 

イベント報告 
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